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はじめに

企業経営にはさまざまなリスクが存在している。それらのリスクを克服したところに企

業の利益が生まれる。リスクを未然に防ぐことができなかったとき、企業にはクライシス

発生し、そのクライシスを制御できなければ大きな損失を蒙り、時には企業生命にかかわ

ってくる。

過去の企業クライシスを見ると、コミュニケーション活動の不全がクライシスを発生さ

せたり、より深刻な段階へ導いていることに気づくのである。社内の各所に存在するチャ

イニーズ、ウオールによって遮断される情報、下からのマイナス情報を軽視するトップ、社

会の反応を考慮、していない記者会見のトップ発言等々。あるいは、これから新しく企業が

直面しなければならないリスク要因一一例えば、環境問題、インターネットによる誹誘・

中傷・・・これらに対応するためにはこれまでと異なる対象とのコミュニケーションが必

要になってくるだろう。

この研究会を2年間行なって感じることは、経営リスクをコミュニケーションという視

点からアプローチすることの重要性と、同時に面白さであった。この報告書は我々のテー

マに関するほんの一部にすぎない。できうれば年度を改め、研究会を再組織したいと考え

ている。

この研究会では2年間にわたって、「経営リスクと効果的なコミュニケーション」につい

て参加者一人ひとりの問題意識で、テーマを選び、 2年間に合計20回の研究会を行なった

なかで発表と議論を重ねてきた。その問、経営リスク専門の国慶正弁護士には講師をお願

いし、専門家の立場からご教示いただいた。ここにあらためてお礼を申し上げたい。また、

2 0回にわたる研究会の場所をご提供いただいた(社)日本在外企業協会にもお礼を申し

上げる。
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